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知的財産

知的財産に関する基本方針

経営戦略に沿った知的財産戦略
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東レグループは、以下の4つを基本方針として知的財産戦略を構築し実行しています。

1  経営方針に沿った三位一体の知的財産戦略
東レグループは、重要な経営資源の一つである知的財産の戦略を、事業戦略及び研究・技術開
発戦略と相互に有機的に連携し、「三位一体」のものとして経営戦略を構成する最も重要な要素の
一つと位置づけています。

2  権利取得の促進
知的財産面から東レグループの製品・技術を守り、利益を確保するために、有効な権利を可能な
限り多く保有して特許網を構築する一方、個々の特許の質を高め、無駄な出願を避けて効率的な
権利取得を心掛けています。

3  他人の権利の尊重
東レでは、自社グループ製品･技術と他社特許との関係を包括的に調査する制度を設け、他人の
権利を侵すことのないよう周知・徹底を図っています。

4  自己の権利の正当な行使
東レグループは、他人による権利侵害に対しては、侵害行為の中止要請のほか、ライセンス許諾

による金銭的利益の享受及び他人の権利とのクロスライセンス利用など、正当に権利を行使し、状
況に応じて適切な措置を取ります。

1  東レグループのグローバルな知財戦略の推進
今後事業拡大を目指す成長国・地域を中心に東レからの外国特許出願･権利化を進めると共に、
各国拠点における発明の適切な保護のため海外関係会社からの特許出願･権利化の強化を図り、
グローバルな事業拡大を支えていきます。また、事業分野ごとに東レグループの研究・技術開発と
連動した知財戦略を構築するほか、東レグループ各社の特許／商標管理体制の整備と強化を推進
していきます。

2  戦略的な特許出願等を通じた当社技術の優位性の堅持と国内外関係会社への展開
東レグループでは、特許出願が公開されることによる不用意な技術情報の開示を避けながら、「グ

リーンイノベーション事業拡大（GR）プロジェクト」及び「ライフイノベーション事業拡大（LI）プロ
ジェクト｣に重点を置いた特許網の構築を進めています。この取り組みは、今後の成長分野を支える
強力な参入障壁になることが期待されるものであり、国内外関係会社にも浸透させていきます。

3  事業と有機的に連動した知財戦略の遂行
個別の事業活動との連動を強化した知財戦略の遂行を推し進めるべく、事業部署の特許活動へ
の参画を強化すると共に、個別の事業部署のニーズに合わせた知財教育に取り組んでいます。

4  ブランド･商標権の活用強化
技術ブランドによる当社技術の価値向上を目指すと共に、インターネット上での取引が急激に拡大

していく中、模倣品など当社グループの商標権等の侵害行為に対して厳格に対処しています。

5  グローバルな知財活動を支える人材の育成
東レは、管理職から新入社員、営業の第一線社員に至るまで国内外の特許制度や実務に関する
多面的かつ重層的な教育を実施しています。また、知的財産部門では、弁理士資格の取得を奨励
すると共に、語学力の強化支援や海外関係会社への派遣などを積極的に実行しています。
国内外関係会社についても同様に知財教育に力を入れており、研究･技術開発活動の活発な会
社については、専門要員の配置や研究･技術者への教育の強化に取り組んでいきます。




